
基本方針  
４ “観光・交流・連携”のまち
01　国内外からの誘客促進
02　公共交通の整備
03　地域情報化の推進
04　国際交流の推進
05　道路整備の推進

那須の温泉
（鹿の湯）

恋人の聖地

一般国道 4号
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

○豊かな那須の自然環境を保全するとともに、特色ある観光資源と地域経済が融合した
「観光立町」を目指します。
○那須町観光の拠点となる2つの道の駅について、休憩機能、情報発信機能、地域連携機
能、防災機能を強化し、観光誘客を図ります。
○国内外から訪れる多くの人々をあたたかく迎え、来てよかったと思えるような「おもてなし
観光」を推進します。
○ＳＮＳを始めとする様々な情報ツールを効果的に活用し、観光情報などの発信機能を強
化することにより、観光客の利便性や満足度を高め、観光地としての個性化を図ります。
○広域観光ルートの整備を進めるとともに、外国人観光客の誘致・受け入れ体制の整備を
促進します。

国内外からの誘客促進 （１） 観光資源の保全と活用

（２） 外国人観光客誘致の促進

（３） おもてなし観光の推進

（４） 観光交流拠点の整備促進

（５） 体験観光の充実

（６） 那須のブランディング

（７） 協働の観光地づくり

（８） 地域間交流の拡大

01国内外からの誘客促進4　 “観光・交流・連携”のまち
基本方針  
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○日光国立公園那須地域は、雄大な自然と豊富な観光資源に恵まれ、特に四季を織りなす
自然景観と那須八湯ともいわれる温泉は、高原リゾート地として貴重な資源となってお
り、皇室ファミリーが訪れる、ロイヤルリゾート地としての地域価値が醸成されていま
す。
○地方創生の拠点として期待されている道の駅は、町内に2駅設置されています。
　道の駅「那須高原友愛の森」は、国土交通省の重点「道の駅」に選定され、那須町観光
の玄関口として、またインバウンド観光の拠点として再整備を進めています。
　さらに、道の駅「東山道伊王野」は、平成27年に和食レストラン「あんず館」がオープン
し、地産地消による地域振興の拠点として更なる発展が期待されています。
○2つの道の駅は、平成27年4月に那須町地域防災計画の｢災害対策活動拠点｣と「広域避
難所」に指定され、災害対策における中核的な役割を担う活動拠点として位置づけられ
ています。
○道の駅「那須高原友愛の森」は、平成27年3月に外国人案内所に指定されています。
○冬季の観光客の減少や観光シーズンにおける広谷地交差点付近の渋滞が深刻な問題と
なっています。
○八溝県立自然公園の一部である芦野・伊王野地域は、風情ある田園風景を残しており、
おくのほそ道ルートとしての「遊行柳（国指定名勝）と芦野の里」、また義経伝説の残る
「東山道と伊王野の里」として、歴史的文化遺産等の資源に恵まれています。
○那須町の観光客入込数は年間約470万人で、平成23年の東日本大震災発生後に急激に
落ち込みましたが、徐々に回復基調となっております。しかし、まだ震災以前の入込客数
には達しておりません。
○湯本や那須高原・黒田原・芦野・伊王野地域それぞれの特性や資源を生かした「オンリー
ワン」の魅力創出が必要となっています。

■ 計画の背景

（１） 観光資源の保全と活用
○雄大な茶臼岳を中心とする自然景観・豊富な温泉源や、風情ある田園風景を残す芦野、
伊王野地域の史跡等観光資源の保全を図ります。
○那須町景観計画における景観形成重点地区である那須街道など主要な観光ルートの景
観保護を軸に、住民参加による景観づくりを推進します。
○「那須平成の森」について、関係機関と連携し、秩序ある保全活動を行います。

■ 目標実現に向けて

茶臼岳 岩観音（芦野） 彼岸花（蓑沢）
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（２） 外国人観光客誘致の促進
○外国人観光客の誘客促進を図るため、海外旅行エージェントに対し旅行商品造成の働き
かけを行うほか、通信設備、ガイド、二次交通等の受入体制の整備促進を図ります。
○外国人観光客対応のマップ等情報ツールの整備、案内板の外国語併記を促進することに
よる観光地の国際化を推進するとともに、旅館・ホテル等の外国人受け入れ体制の促進
を図ります。

（３） おもてなし観光の推進
○観光協会や旅館、民宿、ペンション組合等との連携による接遇研修の促進に努め、地域
ぐるみでおもてなし観光を推進し、リピーターに愛される観光地づくりに努めます。
○那須を訪れる観光客が快適に滞在できるよう、公衆トイレのさらなる満足度向上を目指
します。

（４） 観光交流拠点の整備促進
○道の駅「那須高原友愛の森」を那須町観光の玄関口として再整備を行い、那須町全体へ
の観光誘客を進めます。また、外国人案内窓口を充実させ、外国人観光客が那須町観光
を楽しむことができる体制を整えます。
○道の駅「東山道伊王野」において、新たな魅力づくりを行い観光誘客を推進します。
○国・県等の関係機関と連携し、登山道や自然散策路、自然公園施設等の整備を推進しま
す。
○那須温泉の多様な泉質を保全するとともに、温泉を気軽に楽しめる受け入れ態勢を整備
し、歩いて楽しい温泉街の創出を推進します。
○芦野・伊王野地区をエコ・ミュージアム（地域まるごと風土博物館）として位置づけ、地域
資源を掘り起こし、景観形成を図りながら交流人口の増加を目指します。
○公共交通機関と連携し、黒田原地区を芦野・伊王野地区への旅の玄関口として位置づけま
す。

（５） 体験観光の充実
○体験観光プログラムの充実や受け入れ体制を整備し、ガイド・インストラクターの発掘及
び育成を図ります。
○町内のさまざまな観光資源を活用し、地域の特性を生かした体験・滞在型の教育旅行、
ニューツーリズム観光の創出に努め、誘客促進を目指します。

道の駅 那須高原 友愛の森 道の駅 東山道 伊王野
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（６） 那須のブランディング
○観光ニーズの多様化・高度化・広域化に対応するため、SNSや情報メディアを活用し、幅
広い年代層や、多様な観光需要に対応した観光誘客活動を展開し、効果的に那須の魅力
発信を行います。
○海外プロモーション等の強化によるインバウンド誘客を促進します。
○「ペットにやさしい那須」や「リゾートステイウェディング」等のさらなるブランド化を図り
誘客を促進します。
○サイクリングを通じ那須のブランド化を図ります。

（７） 協働の観光地づくり
○観光協会や旅館、民宿、ペンション組合等の組織の充実を図るとともに、地域住民等の
参加による協働の観光地づくりを推進します。

（８） 地域間交流の拡大
○栃木圏域、定住自立圏域、福島県南エリアとの連携を推進します。
○那須高原・黒田原・芦野・伊王野などの町内の観光拠点を結ぶ広域観光周遊ルートの形
成・強化を図ります。
○インバウンド観光推進のため、二次交通の整備充実を図ります。
○旅行エージェントに積極的に働きかけ、新しい旅行商品の開発を促進するとともに、広域
観光交流の拡大を図ります。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

観光客入込数
観光客宿泊数
（うち外国人宿泊数）
道の駅「那須高原友愛の森」入込客数
道の駅「東山道伊王野」入込客数

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
人
人
人
人
人

　　　　4,707,029
1,659,723
（8,147）
684,503
407,415

　　　　　　　　5,500,000
2,000,000
（100,000）
1,100,000
600,000
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町の公共交通網は、町民が広範囲に居住していることから、公共交通機関であるＪＲ
や民間バス路線の密度が極めて薄い状況にあります。町内に関係する路線バスについて
は、ＪＲ黒磯駅発の那須湯本路線を除いては運行便数が少なく、利便性の向上に至って
いませんが、沿線の高齢者などの生活の足として欠かせないものとなっています。
○町民の利便性向上を目的として、民間バス路線がない地域について町民バスの運行を
行ってきたところですが、特定地域の路線運行であることから、運行ルートや乗車時間の
工夫を行っています。
○町民が広範囲に居住していることが、本町の大きな特色であることから、デマンド型乗合
交通の運行を行い、既存の交通機関等との連携により利便性向上を図っています。
○観光シーズンにおける那須高原の渋滞解消を図り、観光客の周遊性の向上を推進する必
要があります。
○ＪＲ東北本線は、通勤・通学や日常生活に不可欠な交通手段となっていますが、黒磯駅か
ら以北での接続が少なく、乗り継ぎに不便をきたしています。

■ 目標実現に向けて
（１） 路線バス運行支援と町民バスの運行
○地域の生活の足である民間バス路線について、事業者と連携し、路線維持に努めます。
○町民バスの運行については、既存公共交通機関とのアクセスや通勤通学等の住民ニーズ
を的確に捉え、運行ダイヤの工夫に努めます。

○町民バスをはじめとする交通手段の充実に努めます。
○町民や観光客の利便性向上のため、総合的な交通体系の整備を図ります。

公共交通の整備 （１） 路線バス運行支援と町民バスの運行

（２） デマンド型乗合交通の運行

（３） 那須高原の渋滞対策

（４） ＪＲ宇都宮線の利便性向上への取り組み

02公共交通の整備4　 “観光・交流・連携”のまち
基本方針  
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（２） デマンド型乗合交通の運行
○高齢者などの交通手段の確保を図るため、町内を広範囲にカバーするデマンド型乗合交
通の運行を行うとともに、他の交通機関とのネットワーク整備を進め、更なる利便性向上
を目指します。

（３） 那須高原の渋滞対策
○那須高原の渋滞緩和と、観光客の周遊性向上、環境負荷の軽減を図るため、那須高原
パークアンドバスライド社会実験の結果を踏まえ、交通情報の提供等による渋滞対策を
推進します。

（４） ＪＲ宇都宮線の利便性向上への取り組み
○ＪＲ宇都宮線の白河駅までの延伸要望活動を行い、運行本数の増加による利便性の向上
を目指します。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

デマンド型乗合交通利用者
町民バス利用者（１日平均）

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
人
人

　　　　5,446
30

　　　　　　　　8,000
40

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・公共交通システム構築事業　【継続】
・町民バス運行事業　【継続】

主　体 取り組み内容

行　政
・町全体の公共交通情報（ＪＲ・路線バス等）を発信する。
・町民バス・デマンド型乗合交通等の運行手法改善等により、利便
性の向上を図る。
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○国のＩＴ推進政策の進展により、現在の日本では高度な情報化社会が構築されていま
す。情報通信技術は日進月歩の進展を遂げており、町民の生活や、経済活動において必
要不可欠な基盤となっています。
○地域の情報化については、都市部と地方部に著しい情報格差が生じてきました。
　国は、この解消のため、「デジタルディバイド解消戦略」を掲げ、平成23年3月末までにブ
ロードバンドゼロ地域の解消と、超高速ブロードバンド（光ファイバー）世帯カバー率を
90パーセントとする指標のもと、各種の事業展開を推進し、本町においても、光ファイ
バーによる全町ブロードバンド化が完了したところです。
○本町には、携帯電話不感地帯が数箇所残されています。これについては、光ファイバー網
を有効活用し、携帯電話事業者との協議を積極的に進めていく必要があります。
○居住可能な土地が広範囲に広がる本町においては、観光客を含めた緊急時の情報伝達
の仕組みを検討する必要があります。
○インターネットの普及に伴い利便性が向上した一方で、不正アクセスや情報の漏えい等の
問題が顕著化しており、高度な情報セキュリティの対策が求められています。

■ 目標実現に向けて
（１） 電子自治体構築の推進
○光ファイバー網を有効活用し、町への届出や、公共施設予約システム、防災、福祉施設と
連携した多様なシステム構築に向け、検討を進めます。

○インターネットを活用した電子申請・公共施設の予約・福祉施設との連携を図るシステム
構築を検討し、行政サービスの向上を図ります。
○地理的要因等による情報通信格差の解消を図ります。
○情報伝達システムの導入を図ります。

地域情報化の推進 （１） 電子自治体構築の推進

（２） 情報伝達システムの構築

（３） 情報セキュリティ対策

03地域情報化の推進4　 “観光・交流・連携”のまち
基本方針  
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（２） 情報伝達システムの構築
○携帯電話不感地帯について、携帯電話事業者との協議を進め、不感地帯の解消に努めま
す。
○行政情報や緊急情報等を配信するシステム構築を図ります。

（３） 情報セキュリティ対策
○現行の「情報セキュリティポリシー」を見直し、改定版を平成28年度中に策定します。ま
た、新しい「情報セキュリティポリシー」をもとに職員研修を行い、情報セキュリティに対
する知識や意識の向上を目指します。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

町が整備した光ファイバーを利用した
インターネット加入率

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位

％ 　　　　36.76　　　　　　　　70.00

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・電子自治体構築推進事業　【継続】

主　体 取り組み内容

行　政
・光ファイバー網の維持管理を行う。
・光ファイバー網を活用したシステム構築やセキュリティ対策を行う。
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町では、中学生を対象にした海外派遣を実施していますが、視野拡大に多くの成果が
得られていることから、事業の継続化を望む声が大きくなっています。また、幅広い年齢
層において、外国人と気軽にコミュニケーションができる環境づくりが望まれています。
○外国人の居住者や外国からの観光客対応も含め、外国語標示による案内板、パンフレッ
ト作成等を交流事業のひとつとして位置づけ、外国人にやさしいまちづくりを展開する必
要があります。

■ 目標実現に向けて
（１） 海外派遣及び交流事業の推進
○中学生を対象にした海外派遣を行い、海外での体験学習を通じて国際的視野を養うとと
もに、受け入れによる相互交流も検討し、将来の町の担い手である子どもたちを育てます。
○女性・青年層の海外派遣支援や、各種事業の展開により、国際交流推進の指導者養成を
行います。

（２） 国際理解促進事業の展開
○公共施設内において、外国人の方にわかりやすい表示や、職員のスキルアップにより、行
政サービスの向上に努めます。
○ＮＰＯ等との連携により町内に居住する外国人との交流を推進し、国際的視野に立った
まちづくりを推進します。
○関係機関等を通じ、観光交流都市や、国際姉妹都市提携に向けた調査研究を行います。

○幅広い年齢層を対象に、海外研修をはじめとする各種事業を通じて国際交流の場を提供
し、外国人との直接交流を中心に国際理解を深めながら、外国人にやさしいまちづくり、
暮らしやすいまちづくりを目指します。
○観光交流都市や姉妹都市締結に向けた調査研究を行います。

国際交流の推進 （１） 海外派遣及び交流事業の推進

（２） 国際理解促進事業の展開

04国際交流の推進4　 “観光・交流・連携”のまち
基本方針  
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〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・中学生海外派遣事業　【継続】
・幼稚園・保育園児とのＡＬＴの交流　【新規】

中学生の海外派遣人数
幼稚園・保育園児とのＡＬＴの交流

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
人
回

　　　　16
0
　　　　　　　　24

各園３回

主　体 取り組み内容

行　政

町　民
事業者

・中学生海外派遣事業を継続し、英語力の向上及び視野拡大につな
げる。
・帰国した中学生が町内の小学校において、自らの体験を発表する
ことにより、小学生への国際理解の促進につなげる。

中学生海外派遣(オーストラリア) 保育園児とのALTの交流
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○本町の道路交通網は、町の中央部を縦貫する東北縦貫自動車道及び一般国道４号、東南
部における一般国道294号を機軸とし、国道を縦横に結ぶ県道と、それらを補完する町
道により道路ネットワークを形成しています。
○東北縦貫自動車道や国道は、流通、観光等の動脈として利用されており、観光シーズンの
交通渋滞や利用者の安全確保の見地から、東北縦貫自動車道の６車線化や国道の整備
改善を引き続き促進していく必要があります。
○県道については、生活道路としてのほか流通、観光としても利用されていることから、利
便性確保を図るため、既存路線の整備改善やバイパスの検討など総合的な対策が求めら
れています。
○町道は、より身近な地域住民の生活道路として利用されており、652路線、延長603km
が縦横に網羅されていますが、通学路の歩道が未整備であることや危険箇所が依然とし
て多くあることから、利用状況に応じた道路改良や局部改良が必要となっております。ま
た、橋梁等の道路施設が急速に老朽化していく中で、メンテナンスサイクル（点検、診断、
措置、記録）を確立し、安全・安心の道路環境の確保が求められています。

○町道整備については、地域の振興・開発・住民の生活道路としての必要性の見地から格
付けを行い、重要度の高い路線から計画的な整備を推進します。
○町道の維持管理については、点検等により的確に状況を把握し、計画的に補修等を行い
ます。
○広域幹線道路である東北縦貫自動車道・国道・県道については、安全で快適な道路環境
を創出するため、道路の拡幅、歩道の整備等を各関係機関に要望していきます。
○近年増加する自然災害に備え、減災の観点から避難所等周辺道路の整備を図ります。
○未登記町道の登記促進により、適切な道路管理を行います。

道路整備の推進 （１） 町道の整備と維持管理

（２） 広域幹線道路の整備

（３） 減災対策

05道路整備の推進4　 “観光・交流・連携”のまち
基本方針  
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■ 目標実現に向けて
（１） 町道の整備と維持管理
○町道は、最も身近な地域住民の生活道路であることから、「那須町道路整備計画」を策
定し、重要度の高い路線から計画的に整備を推進します。
○安全・安心な道路環境を確保するため、「那須町道路修繕計画」を策定し、劣化・損傷の
予測とそれに基づいた修繕等を行い、また、定期的な道路パトロールや道路利用者から
の通報により、損傷等の早期発見、対応を図ることで効率的・合理的な維持管理を推進
します。
○橋梁の延命を図るため、「那須町橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、計画的な保守管理
に努めます。
○未登記路線箇所の解消を図るため、登記等の調査や計画的な測量を行い、適切な道路
管理を推進します。
 
（２） 広域幹線道路の整備
ア　東北縦貫自動車道の整備
○本町内の東北縦貫自動車道は観光シーズンに渋滞し、高速道路として機能を果たせない
状況になっているため、県及び関係市町と連携し、宇都宮インターチェンジ以北の６車線
化の早期実現を要望するとともに、那須高原スマートインターチェンジの利用促進を図り
ます。

イ　国道の整備
○流通社会の発達により、本町内の国道は年々交通量が増加していますが、道路事情が悪
く、交通事故の多発地帯となっているため、安全な道路状況の確保を目指し、次の事項を
国に要望していきます。
　　※一般国道４号黒磯バイパス以北から福島県境間の一部区間の４車線化、道路線形
　　の改良や歩道未整備区間の整備促進
　　※一般国道294号寄居（明神）から福島県境間の改良工事の促進

ウ　県道の整備
○県道は、周辺市町を結ぶアクセス道路として重要な役割を果たしていることから、町内の
未改良路線について早期整備が実現できるよう、関係機関と連携を図りながら県に要望
していきます。
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　　※県道改良早期実現区間
　　　　　〈路線名〉　　　　　　　　　　〈要望事項〉
　　●西那須野・那須線　　　　　筒地地内の早期事業化
　　（都市計画道路３・４・３）
　　●豊原・高久線　　　　　　　高久駅周辺の改良整備
　　●那須・西郷線　　　　　　　大沢地区から綱子地区間の改良整備
　　●大田原・芦野線　　　　　　芦野地内西坂の未整備区間の改良整備
　　●那須高原線　　　　　　　　田代地区から高原地区間の歩道設置及び県営駐車
　　　　　　　　　　　　　　　場から奥那須地区間の改良整備
　　●黒磯・棚倉線　　　　　　　稲沢地内町田から沓掛間及び上郷地内から福島県
　　　　　　　　　　　　　　　境間の改良整備
　　●稲沢・高久線　　　　　　　芦の又地内及び沼野井地内の改良整備
　　●伊王野・白河線　　　　　　大畑地内から福島県境間の改良整備

（３） 減災対策
○当該町道が被災した際、孤立する恐れのある避難所等と幹線道路とを結ぶ町道を選
定し、対策を実施します。
○避難所周辺町道については、主に法面・河川近接箇所、被災の可能性が高い橋梁等
を選定し、対策を実施します。
○災害発生時に円滑な救助・救援活動及び緊急物資の輸送基幹道路となっている東北
縦貫自動車道や国道、県道と本庁舎等の防災拠点を結ぶ減災ネットワーク道路の整
備を要望していきます。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

町道改良済延長
町道改良率
町道舗装済延長
町道舗装率
町道登記済延長
町道登記率

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度単位
ｋｍ
％
ｋｍ
％
ｋｍ
％

　　　　350
58.1
558
92.5
506
84.0

　　　　　　　　355
58.9
560
92.9
511
84.8

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・町道改良事業　【継続】
・町道維持補修事業　【継続】
・町道用地登記促進事業　【継続】




